
６年間を見通した教科の指導計画（令和８年度入学生） 

国語科     

Ⅰ 国語科の学習目標 

 

（１）言語能力を高めることによって、思考力を伸ばし、心情を豊かにし、豊かな人間性を身につける。 

（２）文章表現の読解を通して、他者の考え方を理解するとともに、自己の考えを確立し、生きる上での判断力を身につける。 

（３）優れた国語表現を学ぶとともに、自分の目ではっきりと対象を捉え、それを国語で適切に表現する力を身につける。 

（４）現代日本語の正しい知識を学び、適切に運用する技能を身につける。 
（５）古典に描かれた世界を鑑賞することによって、日本の伝統文化に興味・関心を持ち、古の人の価値観・心情を理解する。 
 

Ⅱ 国語科の６年間の科目構成と学習内容 
 

  「科目」と学習内容 発展的な内容、特色ある活動、関連する行事等 

中
学
段
階 

１
年 

〈国語Ａ〉〈国語Ｂ〉 

思考力・判断力・表現力 

・言語活動の充実による思考力の育成 

・「書くこと・話すこと」を含めた表現力の育成 

・自己の考えに基づく判断力の育成  

知識技能の取得 

・現代日本語の知識・技能の充実 

・古文・漢文領域の知識の習得 ・楷書の基本 

学びに向かう力・人間性 

・現代の日本文化、古典文化に興味を持つ。・読書活動 

発展的内容 

・識字能力の基礎（漢検４～３級レベル） 

・口語文法の基礎(単語と品詞、活用のある自立語) 

・資料の活用 

・古文の知識（竹取物語ほか） 

百人一首①（１～５０）百人一首大会 

・漢文の知識 中国の名句・名言、故事成語 

２
年 

〈国語Ａ〉〈国語Ｂ〉〈評論〉 

思考力・判断力・表現力 

・言語活動の充実による思考力の育成 

・「書くこと・話すこと」を含めた表現力の育成 

・他者の考えを理解し、問題を解決する判断力の育成 

知識技能の取得 

・現代日本語の知識・技能の充実。 

・古文・漢文領域の知識の習得。・行書の基本 

学びに向かう力・人間性 

・現代の日本文化、古典文化を理解する。・読書活動 

発展的内容 

・識字能力の充実（漢検３～準２級レベル） 

・口語文法の基礎（助詞・助動詞） 

・文語文法の基礎（単語と品詞、活用のある自立語） 

・古文の知識（枕草子、平家物語、徒然草ほか） 

 百人一首②（５１～１００）百人一首大会 

・漢詩文の世界 漢詩 

・ポスターセッション 

 

３
年 

〈国語Ａ〉〈国語Ｂ〉 

思考力・判断力・表現力 

・言語活動の充実による思考力の育成 

・「書くこと・話すこと」すべてを含めた表現力の育成 

・他者と話し合い、問題を解決する判断力の育成 

知識技能の取得 

・現代日本語の知識・技能の充実。 

・古文・漢文領域の知識の習得。・生活を豊かにする文字 

学びに向かう力・人間性 

・今昔の日本人の価値観・美意識を理解する。・読書活動 

発展的内容 

・識字能力の充実（漢検準２～２級レベル） 

・文語文法の基礎（用言、助動詞、助詞、副詞） 

・漢文読解の基礎（訓点、再読文字） 

・古文の知識（和歌、奥の細道ほか） 

百人一首③（１～１００）百人一首大会 

・漢文の世界 論語、漢楚の興亡 

・プレゼンテーション 

・語彙力の充実（前期） 

 

高
校
段
階 

４
年 

〈現代の国語〉〈言語文化〉 

現代文領域 

・読解の充実、応用 国語としての教養の充実 

古文領域 

・古文読解の充実 

 文語文法の充実（２年３年の復習、敬語法） 

漢文領域 

・漢文訓読の充実 

・識字能力の充実・定着（漢検２級レベル） 

・詩歌の歴史（万葉～近代短歌・近代俳句・近代詩まで） 

 （日本文化概論の前段階として） 

・文語文法の充実 

・語彙力の充実（後期） 

・句法の学習 

・資料の活用 百人一首、基本漢文 

 日本文学史、古文単語集、現代文入試問題集基礎編 

５
年 

〈論理国語〉〈文学国語〉〈古典探究〉 

現代文領域 

・読解の充実、応用 

・言葉の力の充実 

古文領域 

・古文読解の充実 

・文語文法の完成 

漢文領域 

・漢文訓読の充実 

・近現代文学史 

・語彙力の充実、問題演習 

・古典文学史 

・訓点、再読文字、句法等の演習 

・資料の活用 

 入試頻出現代語、古文抄本、古文入試問題集基礎編 

６
年 

〈論理国語〉〈文学国語〉〈古典探究〉 

現代文領域 

・読解の応用 

・問題解決能力の向上 

古文領域 

・古文読解の完成、応用 

漢文領域 

・漢文訓読の完成、応用 

〈論理国語〉〈文学国語〉〈古典探究〉 

・センター試験、共通テスト入試問題演習 

 

〈自由選択科目〉 

・古漢入試問題演習 

・現代文入試問題演習 

＊ ６年生の自由選択科目は受講希望者数によって変更があり得ます。 



教科名  国語科 

科目名   国語 

対象   １学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 日本語能力に基づく思考力・判断力・表現力を習得する。 

２ 日本語に関する知識・技能の習得。日本語・日本文化に興味・関心を持つ。 

 Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 一斉授業 ２ グループワーク ３ ペアワーク 

Ⅲ 教科書・補助教材 

教科書 光村図書「国語 １年」  教育出版「中学書写」 

補助教材 浜島書店「国語便覧 東京都版」  とうほう「解いて覚える中学生の文法」 文英堂「原色小倉百人一首」 

    京都書房「小倉百人一首暗唱シート」 第一学習社「新訂チャレンジ常用漢字」  

 Ⅳ 学習計画 

学 
 
期 

月 学 習 内 容 授業時数 備
考 

考 査 「教科書」の学習内容 補助教材・その他の学習内容 

 

 

一 

学 

期 

春休み 

宿 題 

宿 題 「小学校国語のまとめ」 

※別途指示あり 

※別途指示あり   

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

気持ちが伝わるように、声に出して読む。 
教P14「野原はうたう」 
場面や登場人物の描写に着目し内容を読み取る。 
教P22「はじまりの風」 
集めた情報を整理する。 
伝えたいことを明確にして書く。 
教P34「情報を整理して書こう」 
書写教P14「楷書で書こう」 

文語文にふれる  
校歌  
古文の言葉の響きや調子に読み慣れる  
教P154「いろは歌」 
古典の作品と自分とのつながりを考える  
教P156「古典の世界」 

副「原色小倉百人一首」 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

２８  

６ 

 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

文章と図を照らし合わせ語句の意味を捉える。 
教P42「ダイコンは大きな根？」 
筆者の考えをもとに自分の生活を振り返ることで、
ものの見方や考え方を広げる。 
教P46「ちょっと立ち止まって」 
話し方を意識して話す。 
伝えたいことを明確にして話の構成を考える。 
教P54「話の構成を工夫しよう」 
 
書写教P24「楷書と仮名を調和させて書こう」 

仮名遣いに注意しながら音読し、 
古典に読み慣れる  
人物の行動や思い、人柄を読みとる。 
教P159「蓬莱の玉の枝」 
口語のきまり（品詞）を知る 
副P28「単語の種類」 
副「原色小倉百人一首」 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

３４  

 夏休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

1学期の復習 ※別途指示あり 
 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

口語文法の復習 

 

１  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

場面や登場人物の描写に着目し読み深める。 
教P96「大人になれなかった弟たちに……」 
教P106「星の花が降るころに」 
筆者の考えと根拠の関係を理解する。 
教P126「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」 
資料を引用して根拠を明確にして工夫して書く。 
教P138「根拠を示して説明しよう」 
書写教P40「行書で書いてみよう」 

漢文特有の言い回しに読み慣れる  
訓読の決まりを知る  
教P170「今に生きる言葉」 
口語のきまり（名詞など）を知る  
副P36「活用しない自立語」 
副「原色小倉百人一首」 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

１７ 
 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

場面の展開に沿って、登場人物の心情の変化を捉
え、作品を読み深める。 
教P146「話題や展開を捉えて話し合おう」 
意見と根拠を明確にして話し合う。 

書写教P129「書き初めを書く」 

口語のきまり（動詞）を知る  
副P52-63「活用する自立語」 
日本の伝統的な話芸に触れる  

教P296「言葉としぐさの伝統芸能」 

副「原色小倉百人一首」 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

４９ 

 

 

 冬休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

教P176「『不便』の価値を見つめ直す」     
書写「書き初め」 

口語文法の復習  

副「新訂チャレンジ常用漢字」 
副「原色小倉百人一首」 

 

１  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

教P198「少年の日の思い出」                     
登場人物の描写や語り手に着目し、作品を読み深め
る。  
教P216「二十歳になった日」 
教P186「助言を自分の文章に生かそう」 
教P220「構成や描写を工夫して書こう」 
構成や描写を工夫し、体験を基に随筆を書く。 
 

口語のきまり（形容詞・形容動詞）を知る 
副P64-69「活用する自立語」 

仮名遣いに注意して音読し古典に慣れる  
「百人一首を味わう」 
副「原色小倉百人一首」 

副「新訂チャレンジ常用漢字」 

２６  

  計 １５６  

 
評 

価 

【知識・技能】年間５回の定期考査、言語に関する事項についての小テスト等 

【思考・判断・表現】年間５回の定期考査、言語活動の内容等 

【主体的な学びに向かう力】年間５回の定期考査、言語活動の内容やレポート・課題等 

 



教科名  国語科 

科目名   国語 

対象   ２学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 日本語能力に基づく思考力・判断力・表現力を習得する。 

２ 日本語に関する知識・技能の習得。日本語・日本文化に興味・関心を持つ。 

 Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 一斉授業 ２ グループワーク ３ ペアワーク 

Ⅲ 教科書・補助教材 

教科書 光村図書「国語 ２年」  東京書籍「新編 新しい書写 １・２・３年」 

補助教材 浜島書店「国語便覧 東京都版」  とうほう「中学生の文法」  京都書房編集部編「小倉百人一首暗唱シート」 とうほう「級別漢字クラブ」 

文英堂「原色小倉百人一首」 第一学習社「チャレンジ常用漢字」 受験研究社 「中学 国語力を高める語彙１５６０」 

筑摩書房「〈読む力をつけるノンフィクション選〉中高生のための文章読本」 教育開発出版「新中学問題集標準編 2年」 

 

 
Ⅳ 学習計画 

学 
 
期 

月 学 習 内 容 授業時数 備
考 

考 査 「教科書」の学習内容 補助教材・その他の学習内容 

 

 

一 

学 

期 

春休み 

宿 題 

宿 題 「１年生で学習したことのまとめ」 副「級別漢字クラブ」 

副「原色小倉百人一首」 

 

１  

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

登場人物の関係をとらえる 

教P14「アイスプラネット」（小説） 

意見と根拠の結び付きを確かめる 

教P26「問いを立てながら聞く」 

興味・関心を引く提案をする 

教P54「魅力的な提案をしよう」 

行書について学ぶ 

書写教P48「行書」 

古典の情景描写の巧みさを読み味わう 

作者の物の見方感じ方について自分の考えを持つ 

伝えたい事実を明確にしながら表現する 

仮名遣いに注意しながら音読し、古典に 

読み慣れる 

教P28「枕草子」（古文） 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「原色小倉百人一首」 

副「中高生のための文章読本」 

３４  

６ 

 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

多様な方法を用いて、さまざまな情報を収集する 

教P34「多様な方法で情報を集めよう」 

文章の構成や展開について理解を深める 

教P42「クマゼミ増加の原因を探る」（報告） 

登場人物の言動や情景を表す語句に着目する 

教P92「ヒューマノイド」（小説） 

行書と仮名について学ぶ 

書写教P56「行書と仮名」 

 

古典独特の調子やリズムに慣れ、作品を味読する 

登場人物の心情を想像し、描かれたものの見方や

考え方にふれる 

教P150「平家物語」（古文） 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「原色小倉百人一首」 

副「中高生のための文章読本」 

４０  

 夏休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

1学期の復習 ※別途指示あり 

 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「新中学問題集標準編 2年」 

 

１  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

相手や目的を考えて手紙を書く 

教P112「気持ちを込めて書こう」 

論の展開に着目して筆者の主張を捉える 

意見と根拠が明確な意見文を書く 

教P124「モアイは語る」（論説） 

楷書と行書について 

書写教P68「楷書と行書」  

古典独特の調子やリズムに慣れ、作品を味読する 

登場する人物の特徴を捉え、自分の考えを明確に

して文章を書く 

教P142「徒然草」（古文） 

副「原色小倉百人一首」 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「中高生のための文章読本」 

３４ 
 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

筆者の考えを読み取り、自分の考えを深める 

教P74「言葉の力」（随筆） 

構成や場面の展開の工夫に着目する 

興味関心をひく紹介をする 

教P84「星の王子さま」（物語） 

書写教P72「生活を豊かにする文字」 

 
 

和歌に親しみ、古典独特の調子やリズムに慣れる 

作者の心情を理解し、昔の人の感じ方や考え方に

ふれる 

副「原色小倉百人一首」 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「中高生のための文章読本」 
 

４５ 

 
 

 冬休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

2学期の復習 ※別途指示あり 副「新中学問題集標準編 2年」 

副「原色小倉百人一首」 

 

１  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

人物像の変化を捉える 

教P196「走れメロス」 

自分の知識や体験と比べて考える 

教P170「君は『最後の晩餐』を知っているか」（評論） 

 

漢詩の内容や表現について、根拠を明確にして自

分の感想をまとめる 

漢詩特有の言葉やリズムに留意しながら朗読する 

漢詩に描かれている情景や心情について想像して

いる。 

教P162「漢詩の風景」（漢文） 

副「チャレンジ常用漢字」 

副「中高生のための文章読本」 

 

３９  

  計 １９５  

 
評 

価 

【知識・技能】年間５回の定期考査、言語に関する事項についての小テスト等 

【思考・判断・表現】年間５回の定期考査、言語活動の内容等 

【主体的な学びに向かう力】年間５回の定期考査、言語活動の内容やレポート・課題等 



教科名  国語科 

科目名   国語 

対象   ３学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 日本語能力に基づく思考力・判断力・表現力の習得。 

２ 日本語に関する知識・技能の習得。日本語・日本文化に興味・関心を持つ。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 講義   ２ ペアワーク   ３ グループワーク 

Ⅲ 教科書・補助教材 

教科書 光村図書「国語 3年」  東京書籍「新編 新しい書写 １・２・３年」 

補助教材 浜島書店「国語便覧 東京都版」  とうほう「中学生の文法」  京都書房編集部編「小倉百人一首暗唱シート」 とうほう「級別漢字クラブ」

文英堂「原色小倉百人一首」 第一学習社「チャレンジ常用漢字」 筑摩書房「〈読む力をつけるノンフィクション選〉中高生のための文章読

本」受験研究社 「中学 国語力を高める語彙１５６０」 尚文出版「必携 これからの古典文法 改訂版」  新中学問題集国語３年 

    「明説漢文」尚文出版 

 Ⅳ 学習計画 

学 
 
期 

月 学 習 内 容 授業時数 備考 

考 査 「教科書」の学習内容 補助教材・その他の学習内容 

 

 

一 

学 

期 

春休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

「２年生で学習したことのまとめ」 副「新中学問題集標準編 2年」 
 

１  

４ 

 

５ 

 
１学期 

中 間 

考 査 

自分の考えと比較する 
教P26「評価しながら聞く」 
生き方について考えを深める 
教P14「握手」 
論理の展開を捉える 

教P42「作られた『物語』を超えて」 
副（単語・評論） 
書写「行書の書き方」 

古文の言葉の響きを味わう 
教P146「古今和歌集／仮名序」 
和歌に表れた心情や情景を読み取
る     
教P148「君待つと」 
副（便覧）P108「万葉集・古今集・
新古今集」 
副（文法）文語文法「用言の復習」 

 

１０ 

 

 

１７ 

 

６ 

 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

俳句の世界に親しむ 
教P70「俳句の可能性」P74「俳句を味わう」 
説得力のある批評文を書く 
教P130「多角的に分析して書こう」 
スピーチの構成を工夫する 
教P52「説得力のある構成を考えよう」 
副（単語・評論） 
書写「行書と仮名の調和」 
 

作者のものの見方や考え方を読み
取る 
教P154「夏草」おくのほそ道から 
副（便覧）P92「おくのほそ道」 
文語の決まりを知る 
副（文法）文語文法「助動詞①」 
副「中高生のための文章読本」 
 

１９ 

 

 

１４ 

 

 夏休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

1学期の復習 ※別途指示あり 副（便覧）P92「おくのほそ道」 
副「新中学問題集標準編 3年」 
 

１  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

比喩や象徴的な表現に着目する 
教P94「挨拶」 
場面や登場人物の設定を考える 
教P98「故郷」 
メディアを比較する 
教P64「報道文を比較して読もう」 
副（単語・評論） 

古典と自分たちの生活と関連づけ
て考える 
教P28「学びて時に之を習ふ」論語
から 
副（便覧）P210「漢文の知識」 

P212「孔子と論語」 
副（文法）漢文句法「再読文字」 

 

１０ 

 

１３ 

 

１０ 

 

１１ 
 

１２ 

 

２学期 

期 末 

考 査 

批判的に読む 
教P124「人工知能との未来」 
自分の考えを深める 
教P126「人間と人工知能と創造性」 

副（単語・評論） 

書写「楷書」「行書」 

古典と自分たちの生活と関連づけ
て考える 

副（便覧）P214「故事成語」P78

「説話集」 

副（文法）文語文法「助動詞②」 

副「中高生のための文章読本」 

１８ 

 

１６ 

 

１０ 

 

 冬休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

２学期までの復習 ※別途指示あり 副（百人一首） 

副「新中学問題集標準編 3年」 
 

１  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３学期 

学年末 

考 査 

筆者のものの見方や考え方を捉え、生き方を考える 
教P166「誰かの代わりに」 
教P200「わたしを束ねないで」 
教P140「初恋」 
副（単語・評論）            

副（百人一首） 

副（文法）文語文法「助動詞③」 

副「中高生のための文章読本」 

１０ 

 

１０ 

６ 

 

 

              計 １５６  

 
評 

 
価 

【知識・技能】年間５回の定期考査、言語に関する事項についての小テスト等 

【思考・判断・表現】年間５回の定期考査、言語活動の内容等 

【主体的な学びに向かう力】年間５回の定期考査、言語活動の内容やレポート・課題等 

 
 



 

教科名  国語科 

科目名   現代の国語 

対 象  ４学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切にできるようにする。 

３ 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

４ 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が言語文化の担い手としての自覚をもつ。 

５ 生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  評論文、実用的な文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、課題を提出し評価する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

 教科書 「現代の国語 改訂版」筑摩書房 

「カラー版国語便覧」第一学習社 

「正しく読み・解くための力をつける現代文ステップ２」数研出版 

「生きる漢字・語彙力」駿台文庫 

Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業時数 備考 
考 査    「教科書」による学習内容 補助教材 

 

 

一 

学 

期 

春休み 

宿 題 

 ※別途指示あり ※別途指示あり            

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

小説「境目」【4時間】Ｐ10 
評論「サイエンスの視点、アートの視点」【4時間】Ｐ16 
評論「ことばとは何か」【6時間】P30 

現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

１４ 
 

 

６ 

 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

評論「デジタル社会」【6時間】Ｐ37 
評論「システムと変異」【4時間】P37 
評論「ことばがつくる女と男」【4時間】P56 

現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

１４ 
 

 

 夏休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

※別途指示有り 

 

 

現代文ステップ２ 
生きる漢字・語彙力 
 
 
   

 

  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

評論「身体、この遠きもの」【6時間】Ｐ63 
評論「失われた両腕」【4時間】Ｐ86 
評論「誰かの靴を履いてみること」【4時間】Ｐ108          
  

現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

１６ 
 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

評論「魔術化する科学技術」【4時間】 Ｐ130 

評論「未来は存在しない」【4時間】Ｐ137 

評論「ポスト真実時代のジャーナリズム」【4時間】Ｐ154 
評論「会話と対話」【2時間】Ｐ160 

現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

１４ 
 

 

 冬休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

※別途指示有り 現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

評論「贅沢の条件」【6時間】 Ｐ178 
評論「来るべき民主主義」【4時間】Ｐ196 

評論「開かれた文化」【4時間】Ｐ214 
評論「人新世における人間」【6時間】Ｐ222 

現代文ステップ２ 

生きる漢字・語彙力 
 

２０ 
 

 

   計 ７８  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

科目「現代の国語」、科目「言語文化」として各学期と学年末に評価を行う。 

 



教科名  国語科 

科目名   言語文化 

対 象  ４学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標 

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める。 

３ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い

 や考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

４ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読者に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として

 の自覚をもつ。 

５ 言葉を通して、他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  小説、韻文、古文、漢文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、ノートを提出する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

 教科書  「言語文化 改訂版」筑摩書房 

 補助教材 「これからの古典文法」「古典文法練習ノート」以上尚文出版「カラー版 国語便覧」第一学習社  

      「わかる・読める・解ける古文単語330三訂版」いいずな出版 「新明説漢文」「基本練習ノート」尚文出版 

      「正しく読み・解くための力をつける古典ステップ２」数研出版 

Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業時数 備考 
考 査 小説・韻文領域 古典領域 

 

 

 

一 

学 

期 

春休み 

宿 題 

 ※別途指示有り    

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

随筆「言葉の力」P11【4時間】 
 

古文「大納言顕雅卿」Ｐ24【4時間】 
漢文「守株」Ｐ154 【4時間】 

  「漁夫の利」Ｐ158 

１２ 

 ６ 

 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

小説「羅生門」Ｐ218 【6時間】 古文「竹取物語」Ｐ26 【6時間】 
  「伊勢物語」Ｐ47 【6時間】 
 

１８ 

 夏休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

※別途指示あり ※別途指示あり   

 

二 

学 

期 

９ 

 

 

１０ 

２学期 

中 間 

考 査 

小説「夢十夜」Ｐ231【4時間】 
 

古文「土佐日記」Ｐ58  【4時間】 
  「更級日記」Ｐ64  【4時間】 
漢文「管鮑之交」Ｐ164  【2時間】 
  「刺客荊軻」Ｐ167 【2時間】 

１６ 
 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

随想「なぜ日本語で書くのか」Ｐ252【4時間】 
  「虹の雌雄」Ｐ258 【2時間】 
 

古文「徒然草」Ｐ72  【4時間】 
  「木曽の最期」Ｐ90【2時間】 
漢文 唐詩   Ｐ178 【4時間】 

１６ 

 冬休み 

宿 題 

宿 題 

テスト 

※別途指示有り ※別途指示有り 

古典ステップ２．５ 

 

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

韻文「小諸なる古城のほとり」【4時間】 
  「落ち葉」 
  「二十億光年の孤独」 

古文 和歌       【2時間】 
  「奥の細道」    【4時間】 
漢文「論語」           【2時間】 
  「老子」      【2時間】 

 

１６ 
 

   計７８  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

科目「現代の国語」、科目「言語文化」として各学期と学年末に評価を行う。 

 

 



教科名  国語科 

科目名   論理国語 

対 象  ５学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 実生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

３ 論理的､批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
 や考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

４ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  評論文、実用的な文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、課題を提出し評価する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

 教科書 「論理国語」筑摩書房 （参「文学国語」筑摩書房） 

   補助教材・「大学入試漢字ＴＯＰ２０００ 四訂版」いいずな書店 

 ・「現代文キーワード読解改訂版」Ｚ会出版 

・「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」大修館書店 

    
Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業 
時数 

備考 

考 査    「教科書」による学習内容 ・大学入試漢字 

・現代文キーワード 

 

 

一 

学 

期 

春課題 宿 テ ※別途指示あり 漢１年次の総復習 
 

  

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

学習目標身近な物事を分析し、その仕組みを捉える。 
教材評論「ファッションの現象学」【6時間】論Ｐ40-48 

コラム「評論入門一」「評論入門二」【3時間】論Ｐ38･66 
「論証の作法」【3時間】論Ｐ92 

漢重要語Ｂ前半 
キ第一章「基本」 
 前半 

             

 

１４ 
 

 

６ 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

学習目標偏見や先入観にとらわれない議論のあり方を考える。 
教材評論「近代の成立―遠近法」【6時間】論Ｐ68-75 

「論証の作法」【2時間】論Ｐ92 
学習目標小説に描かれた世界を味わい、そこに表された人間の在り方につ
いて考えを深める。 
教材小説「山月記」【8時間】文Ｐ34-46 

漢重要語Ｂ後半 
キ第一章「基本」 
 後半 

１４ 
 

 

 夏課題 宿 テ ※別途指示あり 漢既習漢字の復習 
キ第二章「科学」 
  

 

  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

学習目標時代の隔たりから得られる知を学ぶ。 
教材評論「日本の社会は農業社会か」【6時間】論Ｐ141-148 
    コラム「古典に探る論理」【2時間】論Ｐ149 
学習目標小説における場面展開や、人物の性格・心理の描写を読み取る。 
教材小説「こころ」【8時間】文Ｐ114-140 

漢重要語Ｃ前半 
キ第三章「言語」 
  

 

１６  

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

学習目標筆者の問題意識を読み取り、今日的な課題と関連付けて考える。 
教材評論「現代日本の開化」【4時間】論Ｐ111-117 
学習目標世界を捉える視点を取り上げた複数の文章を多面的に読む。 
教材評論「ファンタジー・ワールドの誕生」論Ｐ150-158【6時間】 
  評論「貧困は自己責任なのか」論Ｐ167-172【6時間】 

漢重要語Ｃ後半 
キ第四章 
「文化・宗教」 
 

１６ 
 

 

 冬課題 宿 テ ※別途指示あり 漢既習漢字の復習 
キ第五章 
「哲学・心理」 
 

  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

学習目標社会と人間の在り方を主題とする評論を読み、自己の価値観と照
らし合わせて考える。 
教材評論「『である』ことと『する』こと」【9時間】論Ｐ236-249 
学習目標既成概念を覆す独創的な思考を捉え、身に付ける。 
教材評論「日本文化私観」【9時間】論Ｐ370-377 
     

 

漢似形・同音・同訓 
キ第六章 
「近代」 
 
 
 

１８  

  計78  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 



教科名  国語科 

科目名   文学国語（必修・文系） 

対 象  ５学年（文系） 

 

Ⅰ 学習到達目標 

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める。 

３ 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

４ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として

 の自覚を深め、言葉を通して、他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  小説、韻文、古文、漢文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、ノートを提出する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

 教科書 「文学国語」筑摩書房（参「古典探究（古文編）」「古典探究（漢文編）」筑摩書房）（参「精選言語文化」東京書籍） 

 補助教材 「現代文キーワード読解改訂版」Ｚ会出版「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」大修館書店 

 「これからの古典文法」「古典文法練習ノート」以上尚文出版 

「わかる・読める・解ける古文単語330四訂版」いいずな書店 「新明説漢文」「用字練習ノート」「新明説漢文ノート」尚文出版 

Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業 
時数 

備
考 

考 査    「教科書」による学習内容 補助教材考査範囲 

・古文単語３３０ 

・古典文法練習ノート 

・新明説漢文ノート 

・用字練習ノート 

 

 

一 

学 

期 

春課題 宿 テ ※別途指示あり    

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 
【文理 
共通】 

学習目標随筆に書かれている情景や出来事を的確に捉える。 
教材古文・随筆『枕草子』「中納言参り給ひて」「二月つごもりごろに」 

※敬語学習含む【8時間】古Ｐ47,48 
 
学習目標漢文の読み方を確認する。 
教材漢文・小話「先従隗始」【4時間】漢Ｐ16・17 

単語最重要敬語 
漢文ノート 
       

 

１２ 
 

 

６ 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

学習目標古文に慣れ、本文を正確に読み取る。 
教材古文・説話『宇治拾遺物語』「袴垂、保昌にあふこと」 
【4時間】古Ｐ12-14 
学習目標和歌が持つ意味に着目し、歌物語の特色を理解する。 
教材古文・歌物語『伊勢物語』「狩りの使ひ」【4時間】古Ｐ25-27 
 
学習目標具体例に注意して評論を読み、文学の拠り所について理解する。 
教材評論「文学の仕事」【8時間】文Ｐ230-236 

単語入試重要語 
漢文ノート 

１６ 
 

 

 夏課題 宿 テ ※別途指示あり 文法練習ノート 
用字練習ノート 
 

 

  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

学習目標登場人物の行動や心情を捉える。 
教材古文・作り物語『源氏物語』「光源氏の誕生」「若紫」 

【10時間】古Ｐ60-63，71-75 
学習目標詩の特質について考えを深める。 
教材「サーカス」「永訣の朝」【6時間】文Ｐ205-214 

単語入試重要語 
漢文ノート 

１６  

１０ 

 

１１ 

 
１２ 

２学期 

期 末 

考 査 
【文理 
共通】 

学習目標歴史上の人物の行動や心情について考える。 
教材漢文・史話「鴻門之会」【8時間】漢Ｐ38-46 
学習目標人間を巡るさまざまな思想を読み取る。 
教材漢文・思想「展開する思想－諸子」【8時間】漢Ｐ160-167 

単語入試重要語 
漢文ノート  

１６ 
 

 

 冬課題 宿 テ ※別途指示あり 文法練習ノート 
用字練習ノート 
 

  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 
【文理 
共通】 

学習目標さまざまな漢詩を読み味わう。 
教材漢文・近体詩―九首／日本の漢詩―三首【7時間】漢Ｐ28-35 
学習目標歴史物語の内容を的確に読み取る。 
教材古文・歴史物語『大鏡』「花山院の出家」「公任、三船の誉れ」 
【11時間】古Ｐ105-108 

単語入試重要語 
漢文ノート  
 

１８  

  計78  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 



教科名  国語科 

科目名   文学国語（必修・理系） 

対 象  ５学年（理系） 

 

Ⅰ 学習到達目標 

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める。 

３ 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

４ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として

 の自覚を深め、言葉を通して、他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  小説、韻文、古文、漢文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、ノートを提出する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

教科書 「文学国語」筑摩書房（参「古典探究（古文編）」「古典探究（漢文編）」筑摩書房）（参「精選言語文化」東京書籍） 

 補助教材 「現代文キーワード読解改訂版」Ｚ会出版「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」大修館書店 

 「これからの古典文法」「古典文法練習ノート」以上尚文出版 

「わかる・読める・解ける古文単語330四訂版」いいずな書店 「新明説漢文」「用字練習ノート」「新明説漢文ノート」尚文出版 

Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業 
時数 

備
考 

考 査    「教科書」による学習内容 補助教材考査範囲 

・古文単語３３０ 

・文法１０題ドリル 

・古典文法練習ノート 

・新明説漢文ノート 

・用字練習ノート 

 

 

一 

学 

期 

春課題 宿 テ ※別途指示あり    

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 

学習目標随筆に書かれている情景や出来事を的確に捉える。 
教材古文・随筆『枕草子』「中納言参り給ひて」「二月つごもりごろに」 

※敬語学習含む【8時間】古Ｐ47,48 
 
学習目標漢文の読み方を確認する。 
教材漢文・小話「先従隗始」【4時間】漢Ｐ16・17 

単語最重要敬語 
１０題ドリル 
漢文ノート             

 

１２ 
 

 

６ 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

学習目標古文に慣れ、本文を正確に読み取る。 
教材古文・説話『宇治拾遺物語』「袴垂、保昌にあふこと」 
【4時間】古Ｐ12-14 
学習目標和歌が持つ意味に着目し、歌物語の特色を理解する。 
教材古文・歌物語『伊勢物語』「狩りの使ひ」【4時間】古Ｐ25-27 
 
学習目標具体例に注意して評論を読み、文学の拠り所について理解する。 
教材評論「文学の仕事」【8時間】文Ｐ230-236 

単語入試重要語 
１０題ドリル 
漢文ノート 

１６ 
 

 

 夏課題 宿 テ ※別途指示あり 文法練習ノート 
用字練習ノート 
 

 

  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

学習目標登場人物の行動や心情を捉える。 
教材古文・作り物語『源氏物語』「光源氏の誕生」「若紫」 

【10時間】古Ｐ60-63，71-75 
学習目標詩の特質について考えを深める。 
教材「サーカス」「永訣の朝」【6時間】文Ｐ205-214 

単語入試重要語 
１０題ドリル 
漢文ノート 

１６  

１０ 

 

１１ 

 
１２ 

２学期 

期 末 

考 査 

学習目標歴史上の人物の行動や心情について考える。 
教材漢文・史話「鴻門之会」【8時間】漢Ｐ38-46 
学習目標人間を巡るさまざまな思想を読み取る。 
教材漢文・思想「展開する思想－諸子」【8時間】漢Ｐ160-167 

単語入試重要語 
１０題ドリル 
漢文ノート  

１６ 
 

 

 冬課題 宿 テ ※別途指示あり 文法練習ノート 
用字練習ノート 
 

  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 

学習目標さまざまな漢詩を読み味わう。 
教材漢文・近体詩―九首／日本の漢詩―三首【7時間】漢Ｐ28-35 
学習目標歴史物語の内容を的確に読み取る。 
教材古文・歴史物語『大鏡』「花山院の出家」「公任、三船の誉れ」 
【11時間】古Ｐ105-108 

単語入試重要語 
１０題ドリル 
漢文ノート  
 

１８  

  計78  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

 



教科名  国語科 

科目名   古典探究（選択・文系） 

対 象  ５学年（文系） 

 

Ⅰ 学習到達目標 

１ 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。 

２ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深める。 

３ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方

との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

４ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として

 の自覚を深め、言葉を通して、他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１  小説、韻文、古文、漢文を読むほか、タブレットを活用した言語活動を行う。 

２  日常の言語活動を重視し、ノートを提出する。 

３  補助教材については、小テストの実施、定期考査の範囲に含めることによって学習する。 

Ⅲ 教科書・補助教材 

 教科書  「文学国語」「古典探究（古文編）」「古典探究（漢文編）」筑摩書房 （参「精選言語文化」東京書籍） 

 補助教材 「現代文キーワード読解改訂版」Ｚ会出版「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」大修館書店 

 「これからの古典文法」「古典文法練習ノート」以上尚文出版「古典文法１０題ドリル基礎編」駿台文庫 

「わかる・読める・解ける古文単語330三訂版」いいずな書店 「新明説漢文」「用字練習ノート」「新明説漢文ノート」尚文出版 

Ⅳ 学習計画 

期 月 学 習 内 容 授業 
時数 

備
考 

考 査    「教科書」による学習内容 文学史・古文常識 

・国語便覧・単語330 

 
 

 

一 

学 

期 

春課題 宿 テ ※別途指示あり    

４ 

 

５ 

１学期 

中 間 

考 査 
 

学習目標複数の作品を読み比べ、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 
教材古文・歌物語『大和物語』「姥捨」【8時間】古Ｐ35-37 
 
学習目標話の展開に沿って、登場人物の言動や心情を考える。 
教材漢文・史話「晏子之御」【4時間】言語文化Ｐ264･265 

文学史上代の文学 

国語便覧p126-7 
古文単語p305 
 
 
       

 

１２ 
 

 

６ 

 

７ 

１学期 

期 末 

考 査 

学習目標日記を読み、作者の境遇や出来事を的確に捉える。 
教材古文・日記『更級日記』「継母との別れ」【4時間】古Ｐ76・77 
 
学習目標日記を読み、作者のものの見方、感じ方、考え方を理解する。 
教材古文・日記『蜻蛉日記』「嘆きつつ」【4時間】古Ｐ81・82 
 
学習目標話の展開に即して、内容を正確に読み取る。 
教材漢文・小説「桃花源記」【8時間】漢Ｐ21-24 

文学史中古の文学 

国語便覧p128-9 
古文単語p306-7 
 

１６ 
 

 

 夏課題 宿 テ ※別途指示あり 古文常識古典の舞台・ 
暮らし 国語便覧p44-79 

古文単語p320-36 

  

 

 

二 

学 

期 

９ 

 

１０ 
 

２学期 

中 間 

考 査 

学習目標複数の文章を読み比べ、軍記物語を多面的・多角的な視点から
評価する。 

教材古文・軍記物語『平家物語』「忠度の都落ち」 
【8時間】古Ｐ113-116 
学習目標人間を巡るさまざまな思想を読み取る。 
教材漢文・思想「読み継がれる思想－儒家」【8時間】漢Ｐ77-83 

文学史中世の文学 

国語便覧p132-6 
古文単語p308-9 

１６  

１０ 

 

１１ 

 
１２ 

２学期 

期 末 

考 査 
 

学習目標他の作品との関係を踏まえながら多面的・多角的に随筆を読む。 
教材古文・随筆『源氏物語』「光源氏の誕生」 

古文・評論『源氏物語玉の小櫛』「もののあはれ論」 
評論『「源氏物語」の虚構』【8時間】古Ｐ60-63，198-205,277-279 

学習目標歴史上の人物の行動や心情について考える。 
教材漢文・史話「四面楚歌」【8時間】漢Ｐ47-50 

文学史近世の文学 

国語便覧p137-43 
古文単語p310-11 

１６ 
 

 

 冬課題 宿 テ ※別途指示あり 古文常識古典の時間・ 
季節 国語便覧p80-91 

古文単語p314-19 
 

  

三 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３学期 

学年末 

考 査 
 

学習目標詩歌に関するさまざまな作品を読み、考えを深める。 
教材古文・詩歌「王朝の歌」「中世の歌」「無名抄」 

【10時間】古Ｐ137-145，223ｰ224 
学習目標人間を巡るさまざまな思想を読み取る。 
教材漢文・文「漁父辞」「春夜宴桃李園序」【8時間】漢Ｐ18-20,25-27 

古文常識和歌の修辞 
国語便覧p148-9 

古文単語p298-304 
 

１８  

  計78  

評 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 



教科名  国語科 

科目名   論理国語 

対 象  ６学年全員 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ ４・５年の学習を踏まえ、ものの見方・考え方を深め、また、表現力も高めること。 

２ 論理的な文章の構成、論の展開を正確に把握できるようになること。 

３ 抽象的な用語・比喩表現・対比と類似・例示とまとめ等を文脈に即して読み取れるようになること。 

４ 演習を通じて、共通テストを初めとする大学入試問題に対応できる読解力を身につけること。 

 

 Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 必修２単位。 

２ 教科書を中心に適宜補助教材を使用する。 
３ 予習を必ずして授業に臨むこと。 

 

Ⅲ 教科書・補助教材 

【教科書】東京書籍「精選論理国語」「文学国語」他、適宜プリント教材を用いる。 

【補助教材】尚文出版「総合版 共通テスト国語過去問題 総合版」Ｚ会出版「改訂版現代文キーワード読解」 

大修館書店「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」いいずな書店「四訂版大学入試漢字ＴＯＰ2000」 

 

                                                                                                                    

Ⅳ 学習計画 

期 月     【教科書】     学 習 内 容         【補助教材】 授業時数 備考  

考 査  「共通テスト国語過去問題集総合版」 
「現代文キーワード読解」 
「大学入試漢字TOP2000」 

 

一 

 

学 

 

期 

春休み 

宿 題 

 授業に向けて補助教材の予習 

 

  

 

  

４ 

中 間 

考 査 

ドミニク・チェン「混じり合う言葉」p156～ 

163【5時間】 

河野哲也「環境問題と孤立した個人」p.174～ 
181【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和３年度国語第一日程１・２ 
令和３年度国語第二日程１・２ 
令和３年度国語特例追試１・２ 
キ 第1部「キーワード編」第6章 

漢 第3章「似形・同音・同訓」 

15 

 

 

 

５  

５ 

期 末 

考 査 

宇野常寛「おじいさんのランプ」p.194～201 

【5時間】 

野矢茂樹「ロボットは意志を持つか」p218～ 
229【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和４年度国語本試験１・２ 
令和４年度国語追試験１・２ 
キ 第1部「キーワード編」第7章 

漢 第3章「似形・同音・同訓」 

15 

 

 

 

 
６ 

 

７ 

 

 

 夏休み 

宿 題 

    ( 夏 期 講 習 ) 令和５年度国語本試験１・２ 
令和５年度国語追試験１・２ 
キ 第3部「小説重要語 編」 

漢 付録「四字熟語・慣用句・和語」  

 
 

  

 

二 

 

学 

 

期 

９ 

中 間 

考 査 

森鷗外「舞姫」文学国語p.292～327 

【10時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和６年度国語本試験１・２ 

令和６年度国語追試験１・２ 
キ キーワード総復習 
漢字総復習 

15 

 

 

 

１０  

１０ 

期 末 

考 査 

円城塔「虚実の間に」p.241～251 

【3時間】 

大澤真幸「サッカーにおける資本主義の精神」
p.256～271【3時間】 

長谷川櫂「平気―正岡子規」文学国語 

p236～243【4時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和７年度国語本試験１・２・３ 
令和７年度国語追試験１・２・３ 
共通テスト演習問題 
キ キーワード総復習 
漢字総復習 

 

15 

 

 

 

１１  

１２  

 冬休み 

宿 題 

     

三 

学 

期 

１ 

２ 

３ 

 大学入試問題演習【18時間】  
 

18 

 

 

   計78  

評 

 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 



教科名  国語科 

科目名   文学国語（必修・文系）  

対 象  ６学年（文系） 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 漢文の学習を通して、古典文化の特質について考えを深めること。 

２ ４・５年の学習を踏まえ、句法等基礎的知識を充実させて漢文の読解に習熟し、諸作品に描かれている内容を的確に捉える
能力を身につけること。 

３ 演習を通じて、共通テストを初めとする入試問題に対応できる力を身につけること。  

 

 

                                                                                                                     

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 文系１単位で漢文を中心に扱う。 

２ 予習中心の授業を行う。（日常的に小テストやノート提出等を実施する。） 

３ 補助教材については、定期的なテストの実施、及び宿題の範囲（備考欄も参照）とすることによって学習する。 

 

                                                                                                                     

Ⅲ 教科書・補助教材 

【教科書】東京書籍「文学国語」「精選古典探究・古文編・漢文編」 

【補助教材】尚文出版「共通テスト国語過去問題令和３～６年総合版」「これからの古典文法」「新明説漢文」 
「新明説漢文ノート」「用字学習ノート」いいずな書店「古文単語３３０」大修館書店「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」 
 

 

                                                                                                                     

Ⅳ 学習計画 

期 月 【教科書】      学 習 内 容            【補助教材】 授業時数 備考  

考 査  「共通テスト国語過去問題集総合版」 

 

一 

 

学 

 

期 

春休み 

宿 題 

 授業に向けて補助教材の予習    

４ 

中 間 

考 査 

「李広成蹊」プリント教材【4時間】 

大学入試問題演習【3時間】 

 

令和３年度国語第一日程４ 
令和３年度国語第二日程４ 
令和３年度国語特例追試４ 

漢文句法・漢文語彙復習 

7 

 

 

５  

５ 

期 末 

考 査 

「捕蛇者説」漢文編P178-181【5時間】 

大学入試問題演習【3時間】 

 

令和４年度国語本試験４ 
令和４年度国語追試験４ 

漢文句法・漢文語彙復習 

  

8 

 

 

６ 

 

７  

 夏休み 

宿 題 

    ( 夏 期 講 習 ) 令和５年度国語本試験４ 
令和５年度国語追試験４ 
 

  

 

二 

 

学 

 

期 

９ 

中 間 

考 査 

老子「無用之用」漢文編P78【3時間】 
大学入試問題演習【5時間】 

 

令和６年度国語本試験４ 

令和６年度国語追試験４ 

漢文句法・漢文語彙復習 

8 

 

 

 

１０  

１０ 

期 末 

考 査 

荘子「夢為胡蝶」漢文編P83【2時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

令和７年度国語本試験５ 

令和７年度国語追試験５ 

漢文句法・漢文語彙復習 

7 

 

 

 

１１  

１２  

冬休み 

宿 題 

     

三 

 

学 

 

期 

１ 

 

２ 

 

 
 
大学入試問題演習【9時間】 

 

 
 
 

9 

 

 

 

３ 

   計39 
 

 

評 

 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

 

 

 

 



教科名  国語科 

科目名   文学国語（必修・理系）  

対 象  ６学年（理系） 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 古典の学習を通して、日本文化の特質について考えを深めること。 

２ ４・５年の学習を踏まえ、古語・句法等基礎的知識を充実させて古文漢文の読解に習熟し、諸作品に描かれている内容を的
確に捉える能力を身につけること。 

３ 演習を通じて、共通テストを初めとする入試問題に対応できる力を身につけること。  

 

 

                                                                                                                     

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 理系必修２単位の内に古文・漢文を含む。 

２ 予習中心の授業を行う。（日常的に小テストやノート提出等を実施する。） 

３ 補助教材については、定期的なテストの実施、及び宿題の範囲（備考欄も参照）とすることによって学習する。 

 

                                                                                                                     

Ⅲ 教科書・補助教材 

【教科書】東京書籍「文学国語」古文漢文分野～プリント教材 

【補助教材】尚文出版「共通テスト国語過去問題令和３～６年総合版」尚文出版「これからの古典文法」「新明説漢文」 
「新明説漢文ノート」「用字学習ノート」いいずな書店「古文単語３３０」大修館書店「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」 
 

 

                                                                                                                     

Ⅳ 学習計画 

期 月 【教科書】      学 習 内 容            【補助教材】 授業時数 備考  

考 査  「共通テスト国語過去問題集総合版」 

 

一 

 

学 

 

期 

春休み 

宿 題 

 授業に向けて補助教材の予習    

４ 

中 間 

考 査 

古今著聞集「刑部卿敦兼の北の方」 

プリント教材【5時間】 

「李広成蹊」プリント教材【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和３年度国語第一日程３・４ 
令和３年度国語第二日程３・４ 
令和３年度国語特例追試３・４ 

古文単語・古典文法・ 
漢文句法・漢文語彙復習 

15 

 

 

５  

５ 

期 末 

考 査 

今昔物語集「馬盗人」プリント教材【5時間】 

「捕蛇者説」プリント教材【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和４年度国語本試験３・４ 
令和４年度国語追試験３・４ 

古文単語・古典文法・ 
漢文句法・漢文語彙復習 

  

15 

 

 

６ 

 

７  

 夏休み 

宿 題 

    ( 夏 期 講 習 ) 令和５年度国語本試験３・４ 
令和５年度国語追試験３・４ 

  

 

二 

 

学 

 

期 

９ 

中 間 

考 査 

源氏物語「車争い」プリント教材【5時間】 
〃 「圯上之老父」プリント教材【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和６年度国語本試験３・４ 

令和６年度国語追試験３・４ 

古文単語・古典文法 
漢文句法・漢文語彙復習 

15 

 

 

 

１０  

１０ 

期 末 

考 査 

大鏡「菅公配流」プリント教材【5時間】 

老子「無用之用」プリント教材【3時間】 
荘子「胡蝶之夢」プリント教材【2時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

令和７年度国語本試験・追試験
４・５ 

古文単語・古典文法・ 
漢文句法・漢文語彙復習 

15 

 

 

 

１１  

１２  

冬休み 

宿 題 

     

三 

 

学 

 

期 

１ 

 

２ 

 

 
 
大学入試問題演習【18時間】 

 

 
 
 

18 

 

 

 

３ 

   計78 
 

 

評 

 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

 

 

 

 



 

教科名  国語科 

科目名   古典探究（選択・文系）  

対 象  ６学年（文系）   

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 古文の学習を通して、日本文化の特質について考えを深めること。 

２ ４・５年の学習を踏まえ、古語・文法等基礎的知識を充実させて古文の読解に習熟し、諸作品に描かれている内容を的確に 

  捉える能力を身につけること。 

３ 演習を通じて、共通テストを初めとする入試問題に対応できる力を身につけること。 

 

                                                                                                                     

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ ２単位の内に古文を含む。 

２ 予習中心の授業を行う。（日常的に小テストやノート提出等を実施する。） 

３ 補助教材については、定期的なテストの実施、及び宿題の範囲（備考欄も参照）とすることによって学習する。 

 

                                                                                                                      

Ⅲ 教科書・補助教材 

【教科書】東京書籍「精選古典探究・古文編・漢文編」 

【補助教材】尚文出版「これからの古典文法」「新明説漢文」「総合版 共通テスト国語過去問題 総合版」 
「新明説漢文ノート」「用字学習ノート」いいずな書店「古文単語３３０」大修館書店「ビジュアルカラー国語便覧改訂版」 
 

 

                                                                                                                   

                          

Ⅳ 学習計画 

期 月  【教科書】       学 習 内 容            【補助教材】 授業時数 備考  

考 査  「共通テスト国語過去問題集総合版」 

 

一 

 

学 

 

期 

春休み 

宿 題 

 授業に向けて補助教材の予習    

４ 

中 間 

考 査 

古今著聞集「刑部卿敦兼の北の方」 

プリント教材【5時間】 

宇治拾遺物語「伴大納言、応天門を焼くこと」 

古文編P148‐153【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

平成29年度プレテスト４ 
平成30年度プレテスト４ 

令和３年度国語第一日程３ 
古文単語・古典文法復習 
 

15 

 

 

５  

５ 

期 末 

考 査 

無名草子「清少納言、紫式部」 

古文編P232‐235【5時間】 

源氏物語玉の小櫛「もののあはれの論」 

古文編P236‐237【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

 

令和３年度国語第二日程３ 
令和３年度国語特例追試３ 

令和４年度国語本試験３ 

古文単語・古典文法復習 
  

15 

 

 

６ 

 

７  

 夏休み 

宿 題 

    ( 夏 期 講 習 ) 令和４年度国語追試験３ 

令和５年度国語本試験３ 
令和５年度国語追試験３ 
 

  

 

二 

 

学 

 

期 

９ 

中 間 

考 査 

俳諧・芭蕉「富士川・吉野の花」 

古文編P260‐262【5時間】 

俳諧・向井去来「去来抄」 

古文編P265‐268【5時間】 
大学入試問題演習【5時間】 

 

令和６年度国語本試験３ 

令和６年度国語追試験３ 

古文単語・古典文法復習 

15 

 

 

 

１０  

１０ 

期 末 

考 査 

世間胸算用「小判は寝姿の夢」 

古文編P132‐136【5時間】 

雨月物語「浅茅が宿」 

古文編P284‐291【5時間】 

大学入試問題演習【5時間】 

共通テスト演習問題 
古文単語・古典文法復習 

15 

 

 

 

１１  

１２  

冬休み 

宿 題 

     

三 

 

学 

 

期 

１ 

 

２ 

 

 
 
大学入試問題演習【18時間】 

 

 
 
 

18 

 

 

 

３ 

   計78 
 

 

評 

 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする。 

 

 



教科名  国語科 

科目名   国語演習（自由選択）  

対 象  ６学年 選択者 

 

Ⅰ 学習到達目標  

１ 大学入試に必要な、語彙力、読解力、表現力を習得する。 

２ 演習を通じて、国公立大学の個別試験、私立大学入試問題に対応できる総合力を身につける。 
３ さまざまな文章に触れ、知識と理解を得る。 

 

                                                                                                                     

Ⅱ 授業の進め方（授業形態等） 

１ 自由選択２単位。志望別にⅠＡＢ、ⅡＡＢのクラスを設定する。 

２ 演習を中心に適宜補助教材・プリントを使用する。 

３ 予習を必ずして授業に臨むこと。 

 

                                                                                                                     

Ⅲ 教科書・補助教材 

クラスごとに別途指示する。  

                                                                                                                    

Ⅳ 学習計画 

期 月          学 習 内 容          授業時数 備考  

考 査     ⅠＡ     ⅠＢ      ⅡＡ     ⅡＢ 

 

一 

 

学 

 

期 

春休み 

宿 題 

       

４ 

中 間 

考 査 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

15 

 

 

５  

５ 

期 末 

考 査 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

15 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

 夏休み 

宿 題 

       

 

二 

 

学 

 

期 

９ 

中 間 

考 査 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

15 

 

 

１０  

１０ 

期 末 

考 査 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

 

大学入試問題演習 

【15時間】 

15 

 

 

１１  

１２  

 冬休み 

宿 題 

       

三 

 

学 

 

期 

１ 

 

２ 

  

 

大学入試問題演習 

【18時間】 

 

 

大学入試問題演習 

【18時間】 

 

 

大学入試問題演習 

【18時間】 

 

 

大学入試問題演習 

【18時間】 

18 

 

 

３ 

   計７８  

評 

 

価 

各学期定期考査に平常点（宿題の提出及び宿題テスト・ノート提出・小テスト）を加味したものを評価の対象とする。 

なお、平常点の中に「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習 に取り組む態度」の観点別の評価を含むものとする 

 

 

 


